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1,500 人 会員増強運動

月刊

山
笑
う　

山
滴
た
る　

山
粧
う　

山
眠
る

そ
れ
ぞ
れ
一
年
の
山
の
変
化
を

美
し
く
表
し
た
季
語
で
あ
る

ま
さ
に
今　

山
粧
う
季
節　

艶
や
か
な
紅
葉
を

愛
で
な
が
ら
も　

近
づ
く
冬
に

わ
ず
か
な
寂
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う

　
「
青
春
18
き
っ
ぷ
」
は

全
国
の
J
R
線
の
普
通
列

車
・
快
速
列
車
に
乗
り
放

題
の
フ
リ
ー
パ
ス
で
あ
る

こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
知
で

し
ょ
う
。
国
鉄
時
代
か
ら
の
企
画
乗
車
券

な
の
で
利
用
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
▼
最
近
は
J
R
も
合
理
化
が
進
み
新

幹
線
と
並
行
す
る
路
線
が
第
3
セ
ク
タ
ー

に
な
っ
た
り
、
夜
行
列
車
の
全
廃
や
ロ
ン

グ
ラ
ン
の
列
車
が
な
く
な
り
遠
距
離
移
動

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
▼
元
気
で
時
間

の
あ
る
方
が
混
雑
す
る
新
幹
線
を
避
け
、

大
阪
を
7
時
3
分
の
新
快
速
に
乗
り
途
中

米
原
な
ど
６
カ
所
で
乗
り
換
え
東
京
に
16

時
18
分
に
着
い
た
と
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
▼
各
地
で
季
節
的
に
運
転
す
る
列
車

は
、
青
春
18
き
っ
ぷ
と
重
な
る
場
合
は
快

速
列
車
扱
い
で
す
か
ら
お
得
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
Ｓ
Ｌ
の
び
わ

こ
号
や
や
ま
ぐ
ち
号
な
ど
で
す
。
た
だ
し

指
定
券
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
大
都
市
圏
を
俊
足
で
縦
貫
す
る
新
快
速

も
利
用
価
値
が
高
い
で
す
し
、
岡
山
～
高

松
間
の
マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
で
瀬
戸
大
橋
か

ら
の
絶
景
も
い
か
が
で
し
ょ
う
。
▼
値
段

が
少
々
高
く
な
っ
て
も
第
3
セ
ク
タ
ー
が

利
用
で
き
四
季
折
々
の
鉄
道
の
旅
が
で
き

た
ら
と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
が
。

　
　
　
　
　
（
瓦
木　

荒
巻
）

京都府　東福寺　写真と文　田中　積氏（用海校区）



西宮いきいきクラブニュース 第 239 号（2） 令和 2 年（2020 年）11・12月号

◆
市
老
連
理
事
会
　
10
／
14

※
カ
ナ
ガ
ワ
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

※�

西
宮
市
か
ら「
い
き
い
き
体
操
」に
つ

い
て

【
議
案
事
項
】

⒈�

令
和
２
年
度
上
半
期
予
算
執
行
状
況

に
つ
い
て

⒉�

こ
と
ぶ
き
バ
ス
駐
車
場
の
確
保
に
つ

い
て

⒊
館
外
研
修（
2
月
10
日
㈬
）に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
月
刊
い
ぶ
き
第
2
3
8
号　

　

10
月
号
発
送
済

〈
文
化
教
養
部
〉

•
第
53
回
高
齢
者
作
品
展
の
開
催
結
果

•
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催

　
（
11
月
6
日
、13
日
、20
日 

各
㈮
）

〈
体
育
部
〉

•
た
の
し
い
体
力
測
定
の
開
催

　
（
11
月
20
日
㈮
）中
止

〈
女
性
部
〉

•�

委
員
会
の
開
催
及
び
感
謝
の
一
円
持

ち
寄
り

　
（
11
月
18
日
㈬
午
前
10
時
）

•
後
期
健
康
講
座
の
開
催
案
内

　
「
認
知
症
予
防
の
泣
き
笑
い
劇
場
」

　

�

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症
予
防
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト　

長
瀬　

健
氏

　

�（
11
月
18
日
㈬
午
後
1
時
30
分

　
西
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
2
階
）

〈
事
務
局
〉

•�

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス（
４
月
）の
申
込

書
の
配
布

•�

令
和
３
年
度
年
間
事
業
計
画
予
定
表

（
一
部
修
正
原
案
）

•�

令
和
３
年
度
こ
と
ぶ
き
バ
ス
月
別
配

車
計
画（
最
終
案
）

•「
ス
マ
ホ
体
験
講
座
」の
開
催

　
（
11
月
25
日
㈬
）

•�

令
和
３
年
度
版
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
日

誌
・
会
計
簿
の
申
込

•�

県
老
連
広
報
紙「
き
ず
な
」2
0
8
号

の
発
送
済

※
次
回
定
例
理
事
会　

11
月
11
日
㈬

　

三
役
会
：
午
前
10
時

　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　

西
宮
市
と
の
定
例
協
議
会
：
午
後
3
時

市
老
連
理
事
会

市
老
連
理
事
会
1010
月
報
告

月
報
告

⇩

25 日㈬ スマホ体験講習会 10：00

12 月 8 日㈫ 5 部会合同バス研修 8：30

16 日㈬ 臨時三役会 10：00

6 日、13 日、20 日（各金）11 月
13：00カラオケ教室

理事会 13：30
15：00西宮市との協議

三役会　 10：0011 日㈬

理事会 13：30
15：00プロジェクト会議

三役会　 10：009 日㈬

新年互例会 13：30
14：00理事会

三役会　 10：001 月 13 日㈬

感謝の一円持ち寄り 10：00
13：30健康講座

「認知症予防の泣き笑い劇場」

女性部委員会 10：0018 日㈬

11 月・12月・1月の行事予定

　秋恒例の作品展。会期中に大雨に見舞わ　秋恒例の作品展。会期中に大雨に見舞わ
れましたが 400 人超の来場がありました。れましたが 400 人超の来場がありました。
コロナ禍でほとんどのイベントが中止の中コロナ禍でほとんどのイベントが中止の中
開催され、来場者にとても喜ばれました。開催され、来場者にとても喜ばれました。
　絵画・書・写真・　絵画・書・写真・
工芸とそれぞれ力作工芸とそれぞれ力作
ぞろいの作品に圧倒ぞろいの作品に圧倒
され感動しました。され感動しました。
　展示にあたっては　展示にあたっては
文化教養部の委員さ文化教養部の委員さ
んに大変お世話になんに大変お世話にな
りました。(広報部 )りました。(広報部 )

西宮市高齢者作品展西宮市高齢者作品展
10月6日㈫～9日㈮10月6日㈫～9日㈮

於：西宮市立市民ギャラリー於：西宮市立市民ギャラリー

令和 2 年度令和 2 年度

チラシなどで作ったチラシなどで作った
豆折鶴の数 6500 以上豆折鶴の数 6500 以上
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２
年
前
ま
で
文
化
教
養
部
で
委

員
を
し
て
い
ま
し
た
。
会
員
各
位

と
は
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
芸
能
大

会
、
作
品
展
な
ど
の
会
場
で
お
会

い
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、

ひ
げ
の
黒
岩
と
覚
え
て
い
て
下
さ

る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

校
区
会
長
（
理
事
）
は
初
め
て

経
験
す
る
仕
事
で
す
。
い
ろ
い
ろ

と
ご
指
導
ご
教
授
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、活
動
に
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
の
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
が
営
々
と
し
て
築
い

て
来
ら
れ
た
、
こ
の
立
派
な
「
市

老
連
」。
外
的
要
因
に
よ
り
ほ
ぼ

全
て
の
行
事
が
見
通
せ
な
い
大
変

な
時
期
で
す
が
、
今
後
に
引
き
継

ぎ
健
康
で
明
る
く
楽
し
い
心
の
通

い
合
え
る
運
営
の
一
助
に
な
れ
ば

と
、
理
事
の
お
役
目
を
お
受
け
す

る
こ
と
に
な
り
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

今
、
喫
緊
の
課
題
は
会
員
の
増

強
と
い
え
ま
す
が
、
現
実
簡
単
で

は
な
く
妙
案
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ま
方
の
ご
指
導
ご
支
援
に
よ

り
、
初
期
の
目
標
に
向
か
っ
て
地

道
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
歴

史
あ
る
上
ヶ
原
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
職
を
細
見
五
郎
氏

か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
や
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
励
み
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
全
国
に
広
が
り
世
の
中

が
一
変
致
し
ま
し
た
。
長
い
自
粛

期
間
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
や

『
年
輪
』
誌
の
発
行
な
ど
全
て
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
先
の
見
え

な
い
状
況
で
す
が
感
染
予
防
対
策

に
万
全
を
期
し
な
が
ら
、
活
動
の

再
開
を
熟
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

上
ヶ
原
地
区
に
は
65
歳
以
上
の

方
が
約
５
、５
０
０
人
居
住
し
て

い
ま
す
。
市
老
連
の
方
針
に
従

い
、
上
ヶ
原
地
区
で
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
会
員
の
増
強
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
も
催
物
の
企
画
立
案
を

募
り
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
、「
健
康
で
楽
し
い
生
き

が
い
づ
く
り
」
に
一
人
で
も
多
く

の
高
齢
者
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

小
松
校
区

小
松
校
区

会
長
　
徳
毛
　
　
勲

会
長
　
徳
毛
　
　
勲

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

南
甲
子
園
校
区

南
甲
子
園
校
区

会
長
　
黒
岩
　
　
優

会
長
　
黒
岩
　
　
優

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

上
ヶ
原
校
区

上
ヶ
原
校
区

会
長
　
大
西
　
信
彦

会
長
　
大
西
　
信
彦

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
理
事
に

　

令
和
２
年
度
か
ら
新
理
事
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
６
人
の
校
区

就
任
さ
れ
ま
し
た
６
人
の
校
区

会
長
に
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を

会
長
に
新
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
（
前
号
に
引

い
た
だ
き
ま
し
た
（
前
号
に
引

き
続
き

き
続
き
33
人
を
掲
載
）。

人
を
掲
載
）。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
す
。

◆
新
任
理
事
（
敬
称
略
）

◆
新
任
理
事
（
敬
称
略
）

・・
香
櫨
園
校
区

香
櫨
園
校
区　

大
山　

博
隆

　

大
山　

博
隆

・・
西
宮
浜
校
区

西
宮
浜
校
区　

吉
岡　

昭
義

　

吉
岡　

昭
義

・・
甲
陽
園
校
区

甲
陽
園
校
区　

伊
藤　

康
二

　

伊
藤　

康
二

・・
南
甲
子
園
校
区

南
甲
子
園
校
区　

黒
岩　
　

優

　

黒
岩　
　

優

・・
小
松
校
区

小
松
校
区　

徳
毛　
　

勲

　

徳
毛　
　

勲

・・
上
ヶ
原
校
区

上
ヶ
原
校
区　

大
西　

信
彦

　

大
西　

信
彦
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南
甲
子
園
校
区
　
竹
村
　
香
織

早
暁
の
芝
生
足
裏
の
霜
柱

一
歩
二
歩
踏
み
て
落
葉
の
嵩
の
音

神
原
校
区
　
吉
田
　
照
美

秋
彼
岸
父
好
物
の
う
ど
ん
汁

秋
天
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
は
ね
る
鯉

甲
東
校
区
　
黒
川
都
美
子

秋
草
が
側
面
に　

ふ
舫も

や
い
ぶ
ね舟

京
の
冬
す
れ
違
ふ
人
弓
具
持
ち

浜
脇
校
区
　
吉
識
芙
美
子

書
き
終
へ
し
日
記
五
年
の
重
み
か
な

五
十
冊
の
家
計
簿
に
み
る
年
の
暮

大
社
校
区
　
佐
竹
　
宗
治

ち
ち
ろ
鳴
く
い
き
い
き
体
操
再
開
日

体
操
の
庭
に
二
本
の
棗
の
木

山
口
校
区
　
大
畑
は
る
み

秋
暑
し
九
回
裏
の
同
点
劇

登
校
日
入
道
雲
に
促
さ
れ

北
夙
川
校
区
　
河
瀬
喜
和
子

爽
や
か
な
肌
に
秋
風
虫
の
声

　

合
唱
祭
か
な
？ 

な
つ
か
し
い
声

中
秋
の
名
月
東
に
明あ

か
あ
か明

と

　

亡
母
の
命
日
お
だ
ん
ご
う
さ
ぎ

香
櫨
園
校
区
　
森
山
　
泰
子

浅
か
ら
ぬ
交つ

き
あ
い際
な
れ
ど
歌
の
友

　

幸
せ
胸
に
不
帰
の
旅
立
ち

旅
を
す
る
あ
て
な
ど
な
き
に
長
き
夜
を

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
心
遊
ば
す

　
北
六
甲
台
校
区
　
高
瀨
　
照
枝

不
機
嫌
も
歌
は
体
の
掃
除
す
る

声
弾
み
笑
う
日
多
い
そ
れ
が
良
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
、
酷
暑
、
大

　

新
型
コ
ロ
ナ
、
酷
暑
、
大

雨
等
々
、
記
録
・
記
憶
に
残

雨
等
々
、
記
録
・
記
憶
に
残

る
令
和

る
令
和
22
年
も
あ
と
少
し
。

年
も
あ
と
少
し
。

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
間
で

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
間
で

し
た
。
夏
が
暑
い
と
冬
が
寒

し
た
。
夏
が
暑
い
と
冬
が
寒

く
な
る
と
か
、
ど
う
ぞ
体
調

く
な
る
と
か
、
ど
う
ぞ
体
調

に
留
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ

に
留
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
来
年
は
明
る
い
年
に

さ
い
。
来
年
は
明
る
い
年
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
す
。

俳
　
句

短
　
歌

川
　
柳

会
員
文
芸

会
員
文
芸

　

太
古
の
昔
、
パ
ラ
オ
に
は
ペ
リ

リ
ュ
ー
と
ア
ン
ガ
ウ
ル
と
い
う
２
つ
の

島
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
時

ア
ン
ガ
ウ
ル
に
ウ
ア
ブ
と
い
う
男
の
子

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
ウ

ア
ブ
は
生
ま
れ
た
次
の
朝
に
は
ハ
イ
ハ

イ
を
し
、翌
日
に
は
歩
く
よ
う
に
な
り
、

毎
日
急
速
に
成
長
を
し
続
け
た
く
さ
ん

食
べ
ま
し
た
。

　

ウ
ア
ブ
の
成
長
は
止
ま
る
こ
と
を
知

ら
ず
、
村
人
た
ち
は
こ
の
お
腹
を
空
か

せ
た
巨
大
な
少
年
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
や
が
て
豚
小

屋
か
ら
豚
が
消
え
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち

ま
で
連
れ
去
ら
れ
る

に
至
り
、
つ
い
に
村

人
た
ち
は
ウ
ア
ブ
を

抹
殺
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。母
親
は
泣
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
村
中
の
人
が
死
ん
で
し

ま
う
と
考
え
従
い
ま
し
た
。
あ
る
日
村

人
た
ち
は
大
き
な
斧
で
彼
の
身
体
を
斬

り
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
切
り
離
さ
れ
た
身
体
の
そ
れ
ぞ

れ
が
今
の
パ
ラ
オ
の

起
源
で
す
。
彼
の
脚

は
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
、

踵
は
ぺ
リ
リ
ュ
ー

島
、
頭
は
カ
ヤ
ン
ゲ

ル
島
、
胴
体
は
バ
ベ

ル
ダ
オ
ブ
島
と
な

り
ま
し
た
。
腕

や
手
足
の
指
が

残
り
の
小
さ
な

島
々
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で

す
。

　

ち
な
み
に
パ

ラ
オ
の
異
名

“
Ｂ
e
ｌ
a
u
”

（
ベ
ラ
ウ
）
と
は

「
お
伽
話
」
と
い

う
意
味
で
も
あ

り
ま
す
。〈
続
く
〉

南
太
平
洋
パ
ラ
オ
の

お
と
ぎ
話〈
伝
説
の
島
〉①

＝
パ
ラ
オ
の
始
ま
り
＝

高
須
老
人
ク
ラ
ブ

J
I
C
A
兵
庫
シ
ニ
ア
O
V
会

橋
本
　
　
力


